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Ⅳ 花き生販連携先進事例 

 

２ 岐阜花き流通センター農業協同組合（岐阜県） 

 

＜生販連携促進交流大会の概要＞ 

 

（１）交流大会名 

      第１５回岐阜花き流通センター農協内覧会（春） 

 

（２）大会の目的、実施したタイプ 

景気が低迷する中、花き消費も冷え込んでおり、市場・小売店等に対し、母の日に

向けた組合員の幅広い商品の紹介と提案を行い､生産者と小売店等が対面して商品情

報交換を活発に行うことで､岐阜県花きの新しい取引先の開拓や花き販売の安定化を

進めることを目的とする。 

 

（３）実施時期、場所 

        開催日時    平成２１年３月６日（金）１２：００～１６：００ 

        開催場所    岐阜県本巣郡北方町高黒石末１丁目４０番地 

岐阜花き流通センター農業協同組合 

 

（４）大会の趣旨 

岐阜花き流通センター農業協同組合は、昭和 61 年度に、岐阜県内の鉢物生産者の

有志によって専門農業協同組合として発足した。その後、全国各地の市場等への集出

荷業務を効果的・効率的に行うため、全国初の広域集荷場を整備して花き流通の効率

化を図るとともに、取り扱い数量を飛躍的に伸ばしてきた。 

現在では、組合員が共同して花きの流通の効率化を図るだけでなく、栽培技術の向

上、資材の共同購入等を進めている。また、花き情報ネットワーク体制に取り組み、

日本花き取引コードを採用し、日本花き E.D.I標準メッセージを用いた情報の受発信

システムを確立し集出荷業務に活用している。 

更に、岐阜花き流通センター農協の独自ブランドを開発するため、組合員が生産す

る商品のうち、トライアル審査を受けて厳選された商品については、「匠の華」とし

て認定して統一的にプロモーションを行っている。 

このような組合活動のなかでも毎年春と秋に開催される内覧会は、組合員の生産す

る商品のＰＲと具体的な商品情報交換の場として極めて重要なものであるとともに、

新たな商品開発の意見交換の場ともなっている。さらに、今回からは、「匠の華」選

定審査に市場や小売関係者にも参画してもらいその意向を反映することとしている。 

 

（５）参加人員、構成 

      参加者は、組合員６５名と取引市場関係者、流通小売業関係者等２３７名で、合計

３０２名であった。これまでの実績もあり、全国の主要な花き卸売市場から参加して

いた。 
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 （６）プログラム 

大会のプログラムは、下記のとおりで、先ず、開会に当たって関係者による開会

行事が行われ、最初に主催者を代表して組合長が挨拶、続いてセンター事務局職員

による出展カタログに基づき、出展ブースの内容や具体的な商談方法等の説明が行

われた。 

    １２時から内覧会が行われ、組合員単位でブース出展（５５生産者）を構え、新

品種・企画商品紹介と商品情報の意見交換を行っていた。この中で、具体的な取引

が成立した場合には、組合独自の４枚綴りの伝票が用意されており、買参人名、生

産者名（組合員名）、商品名、取引数量、出荷日、出荷先市場名等が記入されて、

組合で一括管理されていた。 

また、農協独自のブランド戦略として打ち出した「匠の華ブース」のＰＲブース

を設けるとともに、今回から、「匠の華」の選考・審査コーナーを設けて、組合員

から応募のあった新商品について、内覧会に参加した卸業者、仲卸業者及び小売店

等のうち約１００名に審査員として採点してもらう方式とした。 

                 

（第１５回岐阜花き流通センター農協内覧会のプログラム） 

 

12:00     開会式、諸注意説明 

 

12:10～16:00 意見交換、商品情報交換会、PR 

① 組合員単位でのブース出展による新品種･企画商品紹介と商品情報交換の実施 

② 匠の華ブース生産者が厳選した個性的で高品質な花きを、「独創性、品質、商品価

値」について審査及び合格した商品「匠の華」（岐阜花き流通センターブランド）の

ＰＲコーナー設置 

 

12:10～16:00 岐阜の花栽培管理セミナー ５品目×各 10 分 

  フランネルフラワー等岐阜を代表する花の店頭、家庭での管理方法について、生産者

が説明して小売関係者からの質問に応える。 

 

16:00     閉会式 アンケートの実施 

 

 

＜実施の手順＞ 

 

（１）実施体制 

      岐阜花き流通センター農協では、理事会（９名）の下に、３つの委員会を設けてお

り、内覧会については、イベント広報委員会が中心となり、開催内容の検討を９月か

ら毎月開催して検討するとともに、出展参加する組合員の商品カタログについては、

情報流通委員会が、また、「匠の華」の選考・審査及びＰＲについては、「企画財務

委員会」が主体となって対応した。また、その実施に当たっては、事務局職員が担当

した。 

   また、内覧会で配布される「総合カタログ」には、出展組合員ごとに、品目・品種
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別に出荷規格、入り数、週別の出荷予定数量、参考価格が明記されており、具体的な

商品情報交換ができる状況となっている。また、組合員ごとの生産品目、出荷時期、

数量が流通センターのホームページにアクセスすれば、簡単に検索できるシステムも

整備されている。 

   更に、「匠の華」のカタログについては、これまでに認定された商品別に鉢サイズ、

単価、数量、出荷時期、セールスポント、カラーの商品写真等が掲載されている。 

 

       

 岐阜花き流通センター理事会（9 人）   

   （大会運営総括） 

 岐阜花き流通センター

事務局（4 人） 

 

 

  

   

 イベント広報委員会（7 人）  

（企画・会場運営・広報等） 

 情報流通委員会（7 人） 

 （カタログ作成） 

 企画財務委員会（7 人） 

（匠の華担当） 

 

 

 

（２）スケジュール管理 

第１５回岐阜花き流通センター農協内覧会の準備については、例年のとおり、９月

からイベント広報委員会で検討の開始後、以下のとおりのスケジュールで対応した。 

 

 

（第１５回岐阜花き流通センター農協内覧会の開催スケジュール） 

 

○ 岐阜花き流通ｾﾝﾀｰ農協ｲﾍﾞﾝﾄ委員会開催:9 月～2 月：月１回 

○ 組合員への開催通知:1 月 

○ 開催内容の決定:12 月（セミナー内容、出展方法等） 

○ 岐阜花き流通センター農協理事会での承認:12 月 

○ 市場・買参入等へのＤＭの発送:1 月 

○ カタログ、アンケートの作成等:2 月 

○ 会場準備：大会前日 

○ 第１５回岐阜花き流通センター農協内覧会（生販交流大会）の開催:3 月６日（金） 

○ アンケート整理及び事業報告:3 月中旬～4 月上旬 

   

（３）開催ＰＲ（参加者募集等） 

    参加者の募集は、これまでの実績もあり、イベント広報委員会で９月から第１５回

岐阜花き流通センター農協内覧会の検討を開始し、１２月に農協理事会で開催内容を

承認後、１月に全国の卸・仲卸、小売関係者買参人へ内覧会の開催案内（ＤＭ）を発

送した。 

    

（４）会場運営 

      会場は、農協の集出荷場を利用した。各組合員毎の商品の展示は、創意工夫された
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ものであり、ＰＲしたい商品のみならず、新たに試作した商品等も展示紹介されてお

り、積極的な商談とともに、新たな商品開発について幅広く意見交換が行われていた。  

 

（５）アンケート 

      アンケートは、内覧会の来場者を対象に６項目、１０３名から回答を得た。 

問 6 のご要望につきましては、5 月 20 日イベント広報委員会を開催し、次の第 16

回内覧会までに改善できるよう努めることとしている。 

その集計結果は、以下のとおりである。 

 

 

（第15回岐阜花き流通センター農業協同組合内覧会の来場者アンケー卜集計） 

                                  

回収枚数： 103 

 

問 1 今回の内覧会にご来場していただいたのは何回目ですか？ 

   ① 初めて  34    ②2 回目以上  69 

 

問２･貴社､貴店の業種は以下の分類ではどちらに該当しますか？  

 ①市場 35  ②園芸店 21 ③卸､問屋 21  ④ホームセンター ７ 

 ⑤種苗業者 ４ ⑥資材業者 ９  ⑦行政関係 ４   

⑧その他 ４（農業団体､JA全豊岐阜） 

問３ 内覧会でのご来場の目的は達成されましたか？  

 ①達成できた 76    ②達成できなかった 23 

 

｢達成できなかった｣と答えられた方にお聞きします。(複数回答可)その原因は主に何が考

えられますか？ 

①アイテム数不足 14 ②希望のサイズがなかった４ ③欲しかった商品の完売７ 

④新商材が尐なかった９ ⑤納期が合わない１ ⑥価格設定４ ⑦出展者が尐なかった５ 

⑧その他 ２ 

･各ブースの販売担当者のスキル不足。 

･｢母の日｣商材が欲しくて来たが、自分自身が岐阜担当者になって間もないので､様子

が分からない。 

 

問４ ｢店頭での管理セミナー｣についてお聞きします。管理セミナーはどうでしたが？ 

①分かりやすかった 33  ②よくわからなかった ２  ③不参加 ２ 

次は､どのような品目を希望しますか？     

･コメント無し。     

･管理セミナーはやらないでほしい。 

 

問５ 市場、園芸店、卸、問屋、ホームセンターの方にお伺いします。岐阜花き流通セン

ターホームページから､商品の検索ができますが､利用されたことがありますか？  

 ①ある 40    ②ない 45 
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問６ その他、ご要望ございましたら、ご記入ください。 

･1 点物が尐ない。尐しマンネリ感があったので､変わり種商品がほしい。 

･単価等わかりづらい。 

･生産者はブースの前にいるべき。居てもらわないと商談できない。 

･細かい情報がほしい｡HP 掲載商品を増やして欲しい。 

･資材ブースもあったら､いろんな提案ができそう。 

･内覧会開催は､最終目的ではないはず。 

･お客様ヘアドバイスの書いた POPなどが欲しい｡商品 POP があれば､有料でも欲し

い。 

･内覧会の１つの企画として､生産者別同じ商品の【売れる商材】投票No.１を決めた

ら、作りがいがあると思う。 

･出展されていない方の商品も陳列し､見せてもらえると嬉しいです。 

･｢母の日｣に使用できるプレゼント性の高い単品商品、バスケット商品が欲しい。｢母

の日｣商品がもっとあると望ましい。 

･注文用紙をその月の第○週目に欲しいというように記入できるといい。(品目別で) 
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（第15回岐阜花き流通センター農業協同組合内覧会の総合カタログ抜粋①）
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（第15回岐阜花き流通センター農業協同組合内覧会の会場レイアウト②） 
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（出展者（組合員）の品一覧③） 



１４０ 

 

（インターネントを活用した出荷計画情報④） 



１４１ 
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（第15回岐阜花き流通センター農業協同組合内覧会における｢匠の華｣審査表） 

 

 今回の内覧会では、新たな試みとして、来場者に約百名にも参加しれもらうこととし、

組合員からエントリーのあった鉢物の完成品８点、鉢物の素材９点及び苗もの４点につい

て、特別審査コーナーに展示して、独創性、完成度、販売性、商品価値、トレーパフォー

マンス、セールスポイント、価格及び希望単価の８項目について、４段階で審査してもら

うこととしてい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 素材及び苗物の審査表は省略。 
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（店頭での栽培管理セミナー資料） 

 

鉢花  フランネルフラワー 

鉢花  ミニバラ 

鉢花  カーネーション 

鉢花  セントポーリア 

    鉢花  ラベンダー 
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＜実施内容＞ 

 

（１）目的との整合性 

      岐阜花き流通センター農業協同組合は、全国の主要な市場との取引実績があるとも

に、毎年春と秋に内覧会を開催していることもあり、卸・仲卸また小売関係者の来場

者が多く、活発に商品情報交換が行われていた。 

   また、内覧会会場の一角では、１５：００～１６：００に店頭での鉢花の栽培管理

セミナーが行われ、その品目（フランネルフラワー、ミニバラ、カーネーション、セ

ントポーリア、ラベンダー）を生産している組合員（生産者）が順次に説明をし、小

売者からの質問等に対応していた。 

  

（２）プログラムの時間配分 

      各組合員の出品商品を掲載した「総合カタログ」」や「匠の華」の認定登録された

商品カタログを事前に作成され、来場者に配布されていたことものあり、具体的な商

談とともに、試作商品に対する意見交換が積極的に行われていた。 

  

（３）参加者の反応 

      卸・仲卸また小売関係者は、具体的に春の商材を発掘・購入する目的をもって来場

しており、具体的に商品の出荷期時別の出荷予定数量や価格等について意見交換して

いた。 

   新たな商品開発の試作品について、その商品の特性やセールスポイント、及び販売

の可能性等について積極的に意見交換が行われていた。 

     

（４）出展状況 

      ５５名の組合員（生産者）が個別に出展展示のほか、特別展示としては、「匠の華」

の認定登録商品の紹介コーナーのほか、若手青年部による花育等の活動紹介展示コー

ナーがあった。 

   また、内覧会の後半（１５：００～１６：００）には、岐阜の花栽培管理セミナー

が会場内の一角で行われていたが、小売関係者には好評のようであった。 

   なお、組合員は、自社農園の紹介ＰＯＰやパンフレット等を創意工夫して事例も

多く見られた。 

 

（５）会場の配置・広さ・導線 

５５名の組合員（生産者）が個別に出展展示していたが、農協の集出荷場が十分広

いので、展示ブースはゆったり見れる感じであった。 

また、会場は、集出荷場であるので、出展する生産者は、出展商品をトラックで直

接へ台車ごと搬入できるので、作業が大変しやすく、午前中に商品の搬入・展示作業

が効率的に行われていた。       

  

 

 



１４６ 

 

 

＜まとめ＞ 

 

（１）実施運営体制の確立 

岐阜花き流通センター農協内覧会は、農協の重要な事業として１５年以上の実績も

あり、全国各地の市場や小売関係者が多く参加するものと定着している。 

また、実施体制は、理事会の下、イベント広報委員会(企画・会場運営・広報等)、

情報流通委員会（カタログ作成）及び企画財務委員会（匠の華担当）の役割分担を明

確にし、前年度の実績や反省点を踏まえつつ、新たな課題にも意欲的に企画・検討さ

れて、組合員と事務局が一体となって実施運営していた。 

 

（２）内覧会の総合カタログやインターネットを活用とした出荷計画情報の充実 

   この内覧会が具体的な商品情報交換の場として、具体的な成果を上げるためには、

現物の商品見本とともに、各組合員ごとの生産品目・品種、時期別出荷数量,参考単価

等の基礎データがきちっと整備されていること重要である。 

 

（３）農協独自ブランド「匠の華」の新たな選考･審査方法の導入 

「匠の華」の選考・審査については、これまでは、組合員の出品に対して、数名の

専門委員会で行ってきたが、今回、会場に「匠の華」の出品展示コーナーを設けて、

来場の市場や小売関係者（約１００名）にも選考・審査に参画してもらうこととし、

より、消費者や実需者のニーズに即した産地ブランド化を目指していた。 

また、個々の組合員出展ブースでも商品開発の試作品等を展示して、市場や小売関

係者と積極的に意見交換を行っていた。 

 

（４）出展内容のマンネリ化の防止 

内覧会の参加者のアンケート調査結果をみると、約７割の来場者が目的を達成でき

たと答えているが、約２割の来場者は、達成できなかったと答えている。その理由と

しては、アイテム数不足、新商材が尐なかった、出展者が尐なかった等の意見もあり、

常に組合員の出展意欲の喚起や新しい意見を取り入れた創意工夫が必要である。 
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（第１５回岐阜花き流通センター農業協同組合内覧会の紹介写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜組合長の開会挨拶＞             ＜組合員の出展花材の搬入＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内覧会における商談・情報交換＞ 
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＜「匠の華」の展示紹介コーナー＞         ＜青年部活動紹介コーナー＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜組合員の創意工夫された出展ブース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜店頭における栽培管理セミナー＞       ＜来場者による「匠の華」の審査＞ 


